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けの、ユーザー事例を集約した Web サ
イトはありません。今、構築中の事例
DB は、統一したフォーマットで多数の
ベンダーのいろいろな事例を掲載し、そ
れを自由な検索でご覧いただき、IBM i
の世界の奥深さや広さを知っていただく
ためのものです」

多様な切り口で事例検索

　事例 DB のトップページのデザイン
案が画面1である。「探せます」という
目立つ文字の下に検索窓があり、自由な
単語を入れて検索ができる。結果は、「検
索結果」のページで該当する事例が一覧
表示され、そこから個別の事例紹介ペー
ジへ飛ぶ仕組みである。
　また、自由検索とは別に、「業種別」

「ニーズ・課題別」「ソリューション分野
別」のカテゴリーが設けられあり、そこ
から目的の事例へ進むこともできる（画
面2）。業種別では、製造、卸売・小売・
サービス、IT・通信など 9 業種。ニーズ・
課題別では、コスト・TCO 削減、売上
向上、生産性向上・業務効率化など 12
項目。ソリューション分野別では、ト
レンド、基幹系、情報系など 10 分野に
分かれている（図表1）。ソリューショ
ン分野別の「トレンド」の中も、仮想
化、レガシーマイグレーション、SaaS・
ASP などと細かく分かれており、かな
り具体的に事例を絞り込むことができる
ようになっている。事例を紹介するペー
ジでは、次のような項目が設けれられる
ようだ。

	 1	 事例タイトル
	 2	 事例概要
	 3	 背景
	 4	 導入前の課題・ニーズ
	 5	 解決方法
	 6	 導入後の効果
	 7	 導入年度
	 8	 フェーズ　
	 9	 プロジェクト規模
	10	 開発言語
	11	 図表・イメージ

　1 〜 6 は、それぞれ 200 〜 1000 字で
説明するもの。事例 DB では、ユーザー
企業の名称と規模、所在地も明記される
ので、どのような会社がいつ、どんな課
題やニーズを抱え、何を解決方法として

　本誌前号（No.12）でも「IBM i 事例
データベース」（以下、事例 DB）の取
り組みを紹介したが、昨年 12 月末より
募集がスタートし、サービスインが秒
読みになってきた。事例 DB は、IBM 
i のシステム環境上で実際に構築された
ユーザー事例を紹介するもの。本稿では、
構築中の内容を紹介していこう。
　最初に、事例 DB の狙いについて、
IBM i マニフェスト マーケティング分
科会リーダーの小野寺栄二氏（株式会社
CSI ソリューションズ ソリューション
推進部 担当部長）は次のように語る。
　「ユーザーが何らかのシステムを検討
する時、どの技術を採用するか、どのよ
うな製品を選択するか、どこのベンダー
に委託するか、さまざまな項目を対象と
します。その中で、強い関心を持ち重視
するのが事例です。つまり、実際の業務
の中でシステムはどのように作られ、ど
のような効果を上げているのか。問題は
ないか、業務ユーザーの感想やシステム
部門の評価はどうか、ということについ
て事実を知りたいと思われています。そ
して IBM i の事例は、日本 IBM やベン
ダーの Web サイトなどで数多く紹介さ
れていますが、センターのような位置づ
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選択し、どれくらいの工数や期間をかけ
てシステム化を行ったか（あるいは運用
しているか）が詳細に分かる内容だ。
　掲載される事例は、ユーザー企業の了
解が必要で、その了解を得て、ベンダー
が事例掲載用シートに記入したものに基
づき作成される。IBM i に絡むもので
あれば特に制約や制限はなく、どのよう
な事例でも掲載できるという。

競合事例もどんどん掲載

　また、事例 DB サイトにアクセスす
るユーザーの選択肢を多くするため、同
種の製品や技術を利用する事例であって
も掲載可能とする方針だ。ベンダーには

「競合」となるが、ユーザーにとっては「よ
り多くのソリューションを知りたい」と

いうニーズに合致するので掲載していく
という。ユーザーにとっては、1つのテー
マに対して、各ベンダーや各製品がどの
ようなソリューションを提供しているか
を比較できる格好のサイトになりそうで
ある。
　1 月 20 日現在、まだ募集中だが、「す
でに 100 以上の事例の申し込みがある」
という。
　サイト構築でノウハウを持つ株式会社
LYZON（http://lyzon.co.jp）の協力
を得、使い勝手のいい、魅力的なサイト
の制作が進んでいる（図表2）。
　事例 DB のオープンは、3 月の予定。
IBM i マニフェストの活動期限である
2011 年 3 月までの 1年間に、どのように
Web サイトが成長するか、注目したい。
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